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これまでの意見から想定される施策 実現のための取組、ハード整備 実施主体
・市民参加の水質調査実施 ・市民モニタリング（調査場所を増やし継続的な調査実施） 進める会

・ポンプ場の稼働による水質浄化の実験 市、県
・河川の汚泥浚渫による底質の改善 市、県
・沈船や投棄物の撤去 市、県
・下水道未接続家屋の解消による汚染物質の流入防止 市、県

13 境川の環境を大切にする人をつくる（清掃活動などを通じた市民意識の高揚）

これまでの意見から想定される施策 実現のための取組、ハード整備 実施主体
・河川清掃活動イベントの定期的な開催 進める会
・境川両岸の自治会での清掃活動 進める会
・Eボートを使った水面の清掃 進める会

14 自然と生物の保護・復活

これまでの意見から想定される施策 実現のための取組、ハード整備 実施主体
・生物多様性の啓発活動の実施 協働
・生物の生息状況の調査 市、県

15 境川を自然環境の学びの場に（環境学習・環境教育の推進）

これまでの意見から想定される施策 実現のための取組、ハード整備 実施主体
境川排水機場内を防災と川の知識を学ぶ場として活用 市、県
・学校などとの連携の強化 協働
・環境学習、環境教育イベントの実施 協働

21 浦安の歴史や文化を伝え、賑わいを生む景観をつくる（景観形成）

これまでの意見から想定される施策 実現のための取組、ハード整備 実施主体
・投網、海苔干し、貝剥き、等の昔の生活風景の再現展示 協働
・元町の社寺・路地・銭湯などの保存 市、県
・街歩きと和船を使った歴史探訪ツアーの実施 進める会
・元町・中町・新町の町並みをたどるツアーの実施、ルートの設定 進める会

・川沿いの景観形成のルール作り ・進める会での検討と市との調整 協働

22 潤いと安らぎのある空間をつくる（水と緑の調和した空間形成）

これまでの意見から想定される施策 実現のための取組、ハード整備 実施主体
・花壇の整備・拡充（花壇の場所設定、水栓等整備、倉庫整備） 協働
・境川公園の整備（芝マウント・ウッドデッキ設置等） 市、県
・護岸やパラペットの緑化 市、県
・アダプト制度を利用した市民による花壇の管理 協働

23 歩きやすく、歩きたくなる空間をつくる（散策路、回遊性）

これまでの意見から想定される施策 実現のための取組、ハード整備 実施主体
・境川排水機場内の遊歩道整備による回遊性の確保 市、県
・管理用通路の遊歩道整備、トイレ、ベンチ、案内看板等の設置 市、県
・散歩マップ・ビューポイント紹介・イベント等のHP開設と運営 進める会
・散歩好きの情報交換の場となる「境川散歩クラブ」の開設と運営 進める会

24 市民や来訪者の浦安への愛着を形成する（歴史・文化の発信、ふるさと意識の高揚）

これまでの意見から想定される施策 実現のための取組、ハード整備 実施主体
乗船体験ツアーの実施 ・ツアーの企画・運営、PR 協働
こいのぼりの飾りつけの拡大 ・パラペットの撤去による眺望確保 市、県

31 子どもなどが安全に水辺に親しめる環境をつくる

これまでの意見から想定される施策 実現のための取組、ハード整備 実施主体
川遊び場の選定 市、県
水面・水中使用のルールづくり 協働
避難梯子・救命浮輪 市、県
水没テラスの嵩上げ・転落防止柵の整備等 市、県
管理用通路からテラスへの階段・スロープ整備 市、県
安全管理ルール等の設定 協働
テラス部分への立入解放エリア設定 市、県
カヌー、SUPがアクセスできる桟橋・スロープ等の整備、維持管理 協働

これまでの意見から想定される施策 実現のための取組、ハード整備 実施主体
誘致場所の選定と誘致基準の設定 進める会
水上レストラン、オープンカフェ、マルシェ等の誘致 市、県
事業実施者の発掘 進める会
カヌー、SUPがアクセスできる桟橋の整備・艇庫の整備、管理 協働
カヌー・SUPの体験や教室の実施 進める会
事業実施者の発掘 進める会
水上バスやべか船等の観光船の桟橋整備、管理 協働
事業実施者の発掘 進める会
こいのぼり、七夕、カヌーマラソン、筏競争、灯篭流等の実施 進める会
事業実施者の発掘 進める会

これまでの意見から想定される施策 実現のための取組、ハード整備 実施主体
・河川利用の手続きの簡素化 市民利用のルール作り 協働

協議会による利用の手続き簡素化 協働

・境川を子供たちの環境学習、環境教育イベントの実施

11・12 水辺に触れ、楽しむための水質改善

・水質浄化対策の実施

かつての境川の自然環境と生物の再生！－楽しみ、学びの場に－

浦安境川の歴史・文化の発信！－みんなに愛される境川へ－

・生物多様性の保全

・市民参加の河川清掃活動促進

いつも人々が楽しみ、集い、交流する賑わいづくり―体験、イベント、商業の拠点に―

32 人が集い、交流する拠点をつくる（賑わい創出）

33 その他（水面利用にあたっての手続きなど）

・カヌー、SUP等の水上スポーツでの水面利用を促進

・漁師町の生活を体験するフィールドミュージアムの開催

・花と緑が連続する景観形成と維持管理

・川遊びができる環境づくり（泳げる川にしたい）

・水辺・水面を安全に利用できる環境づくり

・親水施設の開放、テラスへのアクセス性の向上

・商業活動の誘致・活性化

・様々なイベントの実施

・舟運ルートの開設

・境川の水辺散策の促進
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